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　近年、在宅障害児の口腔保健状況は、歯科関
係者ならぴに障害児の保護者の歯科保健に対す

る関心の向上により、良好な状態に推移してい

ることが示唆されている。

　自閉症児にっいては、以前より頗蝕罹患状況

は一般健常児より良好であると報告されている。

よって、歯科保健上問題となるのは、餉蝕に罹

患した時の治療時の行動管理とか、予防学的に

歯科保健上欠かせない、食事管理と歯口清掃の

困難さといわれている。そこで歯口清掃をとり

あげ、その実情と、最近一般的に使用されてき

た電動歯ブラシに対する、自閉症児の受け入れ
にっいて検討したので報告する。

　対象ならびに方法：

　対象は、鹿児島市で長い歴史を持つ自閉症の
療育活動である日曜学級に参加している児童で、

自閉症と指摘されている児童60名、その他、

発達遅滞が2名、不明の者2名、合計64名で
ある。

　調査方法は、アンケートと診査とに分かれ、

診査は，保護者による日常の歯みがき、本人自

身による歯みがき，そして電動歯ブラシによる

保護者ならびに本人の歯みがき行動の診査そ
して汚れ度の診査を行った。

　結果：
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虫歯予防で保護者の最も注意していること

は、歯みがき関連であった。

歯みがき回数は、1日2回、朝晩が最多頻
度を示した。

使用している歯ブラシは多くが一般的歯ブ
ラシで、電動歯ブラシは数％であった。

歯みがきに対する保護者の姿勢は自閉症度
が重度なほど熱心であるものの、実際の歯

口清掃の状況は、軽度なものほど良好であ
った。

保護者により電動歯ブラシについては、何

とか磨かせるが95％以上を占め、導入に
対して良好な可能性が示された。

6．保護者により電動歯ブラシを使用した場合、

　　清掃効果は一般的な歯ブラシより良好であ
　　った。

　福岡市では障害を持つ人々の歯科疾患の予

防、及び歯科医療の確保を図る目的で，平成

4年8月～10月までの期間に一次調査を，平

成4年11月～平成5年1月までの期間に訪問

歯科検診による専門調査を実施した。

　専門調査は一次調査の回答者のうち，専門

調査に協力できると意思表示した人を調査の

対象とした。一次調査において専門調査を希

望したのは304人で回収率（達成率）は46．9

％（151人）であった。専門調査は福岡市か

ら依頼されて，我々が調査対象者を直接訪問

し，検診・調査に当たった。

　そこで，今回我々は訪問歯科検診による専

門調査結果から，19歳以下と60歳以上の障害

児・者を比較検討したところ興味ある知見を

得たので報告する。

　（1）19歳以下は19人（男11人，女8人），60

歳以上は49人（男34人，女15人）であった。

　（2）年齢区分を19歳以下と60歳以上のグルー

プに別けて，各調査項目とのクロス集計を行

ったところ，　「発語状況」，　「知的障害」，

「歯みがきの介助」，　「歯みがき剤の使用」，

「ブラッシング指導の有無」，　「うがい」，

「常用薬」，　「内科的疾患」，　「義歯の経験」

「カリオスタット」において0．1％以下の危

険率で有意差が認められた。

　本調査の結果をもとに，障害児・者本人，

あるいは障害児・者をとりまく人達に対して

各年齢層にあった歯科的アプローチを検討す

ると同時に，これからの障害者歯科医療を考

えていくうえでの参考資料としたい。
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